
【求職者支援訓練受講者募集情報】北海道  　11月開講コース　

訓練実施施設名

訓練コース番号 （ ）基礎コース・（ ○ ）実践コース

受講者募集期間 (月)

訓練時間
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訓練対象者の条件

　訓練目標
（仕上がり像）

訓練期間  

訓練時間 9 時 00 ～ 16 時 分

定員

教科書代 円 その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 円

金額は税込です。

求職者支援訓練
申込方法

介護過程Ⅱ ケアマネジメント介護過程、介護過程の展開、介護職による介護過程の実際、介護職同士のチームケア

発達と老化の理解Ⅰ 老化に伴うこころとからだの変化

特になし

在宅介護を重視し、幅広い知識と視野を持ち介護サービスを総合的に考え提供できる人材を育成する。また、介護保険法を対象とした高齢者介護、障害者総合支
援法を対象とした障がい者介護の両分野に介護技術者として就職することを目指す。

令和2年11月20日 (金) ～ 令和3年5月19日

訓練内容

ハローワーク受付
後の受講申込書

提出先

宛先：鹿光学習センター
住所：〒060-0005 札幌市中央区北5条西１４丁目1-42

TEL番号：　（０１１）　　２６１　－　５０６０　/  受付時間 ： (８：００ ～ １７：００ 土日祝日休み)

問い合わせ担当者名 ： （ 加藤・中村 ）　Ｅ－ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｍｅｄｉｃａｌ－ｈｏｋｋａｉｄｏ.ｊｐ

(水)

放課後、就職支援等を実施する場合があります。
詳しくは、当校までお問い合わせください。

15名 （受講申込者が募集定員の半数に満たない場合は訓練の実施を中止することがあります）

①ハローワークにて職業相談を行い、訓練受講が適切と認められた場合に受講申込書の交付を受け、必要書類とともに、住所を管轄するハローワークに本人が募集
期間内に申し込み手続きをしてください。
②本人がハローワークで受付された受講申込書を「ハローワーク受付後の受講申込書提出先」へ持参または郵送により、ご提出ください。

自己負担額
（内訳も記載）

1,100
受講料は無料です。

　※企業実習の実施を4日予定しており、これに係る交通費が別途発生します。
　※同行援護・全身性ガイドヘルパー外出演習を3日予定しており、交通費が発生します。

14,300

分 30

企業実習の有無 有り

同行援護一般課程演習
挨拶、基本姿勢、歩行、曲がる、狭い場所の通過、椅子への誘導、交通機関の利用の基本、環境に応じた歩行、
段差、さまざまな階段とドア、エレベーター、エスカレーター、車の乗降、食事、トイレ、車いす利用の視覚障
がい者への対応

同行援護応用課程演習
場面別基本技能と応用技能（窓口やカウンター、買い物、天候別の対応、金銭・カードの取り扱い、公共交通機
関のいろいろ）、公共交通における移動支援の実際

全身性ガイドヘルパー演習 抱きかかえ方及び移乗の方法、車椅子の移動介助、生活行為の介助、外出演習

実
　
技

情報収集の過程、居宅ケアプラン作成、事例検討①②③④、介護技術の評価

こころとからだのしくみⅡ
人間の心理、人体の構造と機能、高齢者に多い病気とからだのしくみ（身だしなみ、移動、食事、入浴・清潔、
排泄、睡眠、終末期の介護）の理解

医療的ケア演習 医療的ケア実施の基礎、喀痰吸引・経管栄養の実施手順とシミュレータ装置による演習、救急蘇生法演習

生活支援技術Ⅰ 生活支援とＩＣＦ、ボディメカニズムの活用、介護技術の基本、環境整備・福祉用具活用、ターミナルケア

生活支援技術Ⅱ
利用者の身体に合わせた介護、環境整備、福祉用具活用等の視点（食事、排泄・尿失禁、移動、歩行、睡眠、夜
間の介護、入浴・清潔、衣服の介護）

介護過程Ⅱ

コンピュータ演習
Ｗｉｎｄｏｗｓ8.1の起動と終了、基本操作（アプリケーションソフト、タスクバー、エクスプローラー、コント
ロールパネル、フォルダ、インターネット等）、Ｗｏｒｄの基本操作と日本語入力システム・文書作成、Ｅｘｃ
ｅｌの基本操作と表作成・計算式の基礎演習

介護計画立案-Ⅰ、介護計画立案-Ⅱ、介護計画の見直し

介護過程Ⅲ

社会の理解Ⅰ 介護保険制度

社会の理解Ⅱ 生活と福祉、各国の介護と福祉の制度、障害者総合支援制度、介護実践に関する諸制度

介護の基本Ⅰ 介護福祉士制度、尊厳の保持、自立に向けて介護の考え方、介護福祉士の倫理

医療的ケア
安全な療養生活、生活維持と感染予防、高齢者及び障害者の「たん吸引」「経管栄養」、人間の尊厳と医療の倫
理、医療・介護関連法規とチーム医療

介護報酬請求事務 介護保険制度の概要、介護報酬、給付管理業務、介護給付明細書の作成

同行援護一般課程
視覚障がい者（児）の福祉サービスと同行援護の制度、障害・疾病の理解①、心理の理解①、情報支援と情報提
供、代筆・代読の基礎知識

発達と老化の理解Ⅱ 老年期の発達・成熟と心理、高齢者に多い症状・疾病等と留意点

認知症の理解Ⅰ 認知症ケアの理念、認知症による生活障害、心理・行動の特徴と支援の基本

認知症の理解Ⅱ 医学的側面からみた認知症の理解、認知症の人や家族への支援の実際

障害の理解Ⅰ

訓練概要
高齢者介護を軸とした実務者研修に必要な介護の知識・技術の習得に加えて、障害者外出支援の知識と技術を学ぶ。ま
た、介護報酬請求事務で介護保険制度の概要と給付明細、業務で必要となるパソコン操作の基礎を学ぶ。

科目 科目の内容

学
 
 
 

科

就職支援 職務経歴書の作成、履歴書の作成、面接の心得とテクニック

人間の尊厳と自立 人間の尊厳と自立

同行援護応用課程 障害・疾病の理解②、心理の理解②

全身性ガイドヘルパー
障害者総合支援制度と障害福祉サービス、移動介護の制度と業務、居宅介護概論、職業倫理、重度肢体不自由者
（児）における障害の理解と心理、車いす及び装具等の理解、姿勢保持、コミュニケーション、事故防止

障害者福祉の理念

障害の理解Ⅱ 医学的側面からみた障害の理解、障がい（児）者への支援の実際

こころとからだのしくみⅠ
介護に関連したからだの仕組みの基礎的な理解（移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔
清潔）

介護の基本Ⅱ
介護を必要とする生活の理解と支援、介護実践における連携、介護における安全の確保とリスクマネジメント、
介護職員の安全衛生

コミュニケーション技術
コミュニケーションの基本的理解、介護場面における利用者・家族とのコミュニケーション、介護におけるチー
ムのコミュニケーション

介護過程Ⅰ 介護過程の基礎的知識、介護過程の展開、介護過程とチームアプローチ、介護技術の評価

介護福祉実務科
鹿光学習センター

5-02-01-002-05-1110 訓練種別

令和2年10月6日 (火) ～ 令和2年11月2日



(裏面)

名称（ ） 任意受験

名称（ ） 任意受験

名称（ ） 任意受験

名称（ ） 任意受験

名称（ ） ✔ 任意受験

9 時 30

持ち物

選考結果通知日

選考方法

選考会場の住所

最寄駅 （有りの場合、 台 円）

訓練実施機関名

訓練実施施設名

ＴＥＬ番号
（お問い合わせ先）

お問い合わせ担当者
（受付時間）

最寄駅 （有りの場合、 台 円）

職業訓練受講給付金

いずれも　13時 30分　～　14時 30分
※ 事前予約が必要です。

 〒060-0005

 北海道札幌市中央区北５条西14丁目1-42

ＪＲ桑園駅から南へ徒歩8分
地下鉄西11丁目駅・西18丁目駅から徒歩15分

駐車場の有無

分

令和2年11月9日

令和2年11月12日

面接

雇用保険適用就職率(直近2コースの平均)：85％

（就職支援の内容、過去に実施した求職者支援訓練の実績等）

確かな技術を持ち、介護職を知り抜いた講師陣
障がい者支援の資格も取れるので、就職の幅が拡がります

就職支援に力を入れています
履歴書の書き方から自己アピールの方法、面接を勝ち抜く方法を学びます

きっと自分に合う働き方が見つかるはず！

駐車場の有無

一定の要件を満たした場合、職業訓練受講給付金(受講手当：月額１０万円、通所手当）が支給されます。
詳しくは、住所を管轄するハローワークの担当窓口にお尋ねください。

※教科書代等について、訓練開始前に就職等の理由により辞退された場合、当該教科書代等を負担いただく場合があります。
※3月1日～3月4日（4日間）の企業実習期間中は、訓練施設内における訓練時間とは異なる場合があります。
※介護職員実務者研修の資格取得に必要な実技を欠席した場合は、訓練終了後に有料（１時間当たり2,000円）にて補講を受けることで資格を取得することになります。

訓練実施施設の
住所

〒060-0005

011-261-5060
実
施
施
設
ま
で
の
地
図

最
寄
り
駅
か
ら

上記地図参照

加 藤・中村
( 8：00～17：00 土日祝日休み）

ＪＲ桑園駅から南へ徒歩8分
地下鉄西11丁目駅・西18丁目駅から徒歩15分

日本医療事務協会

選考日時

(月)

最
寄
駅
か
ら
選
考
場
所
ま
で
の
地
図

筆記用具、上履きと外靴を入れる袋

(木)

筆記試験

北海道札幌市中央区北五条西14丁目1番42号

　【日　程】　　コース説明会

　　　　令和2年10月9日(金)、10月16日(金)、
　　　　　　　　　　　　10月23日(金)、10月30日(金)

ＰＲポイント

修了後に取得できる資格

訓
練
コ
ー

ス
説
明
会
等

有
・
無

同行援護従業者養成研修一般課程 ）認定機関（ 鹿光学習センター

同行援護従業者養成研修応用課程 ）認定機関（ 鹿光学習センター

全身性障害者移動介護従業者養成研修 ）認定機関（ 鹿光学習センター

介護報酬請求事務技能試験 ）認定機関（

介護福祉士実務者研修 ）認定機関（ 鹿光学習センター

有限会社 鹿光学習センター

鹿光学習センター

無し

有り

無し

有り


